
兼 良 市 民 だ よ り 7[677や.677号よだ民市良平成 2曲解 4JJ1日111 

市畿のう;: ~

3岡山困.・t・周院・3

348.648A(l60人}

叩制【.，

'箇胆僧】

'"慣れ'"
• ・k

m俗 眼

入ロ

ザ

:2125%Tdh引"“
・・凶， 'u‘ "'.h“~.材、...."..岨

ー..'..... 
..~，，~.. ".脳内・..酬田町・.....，....~..， 

li
--R市
圃

R
s
・-
!

s 

重'

-a
a・
計
・
周
が
.
線
写
度
に
邑
の
た
る
化
的

』

の
計
基
聞
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
.
，
e
'
a仕

i

L

i

t

i

 

--

i

i

i

平

;;，
r
I
 

8
2
@仰
r
i
-
-

p

i

i

H

z

i

 

s

z

t

u

E

て

留
守

a
r与
W
恨
の
官
傾
向
m
i巾
予
算
が
冗
舌
例

4

i

z

i

成

立

し

t

ム

TZ
画

特

別

、

主

s

t

i

e

s

甲阿

1

・-7
一高

ト

万

悶

i

!

l

i

-isi--

j
の

E

M

f

-

@ 

@ 

を
人
脈
康
助
暖

-e人
削
祉
財
酋
m

i

i

i

 

M
E
-
-
v
'
'
週
省
挙
。
.
.
 
開

w
e

mM寵
剣

-m

マ
公
立
飾
省
筋
拠

a--母子

a
'
M
z
e
y
'
の
週
普
.
，
健
室
緬

極
剣
鋪

マ

-mw.‘.RE--鴨改，，.展

開
旬
竹

a
・m

・

円

v
鑑
書
砲
撃

S
冊
祉
対
・
、
年
@
C
R鑑

R

i
i
i
s
 

v=雇
援
金
イ
シ
フ
ル
エ
ン
ヂ

Z
Z接
aR￥
隣
接
鍾

マ
体
臼
使
舗
臨
急
asa限
の
狸
温

v
Z
E
E
自
の
E
、

一・
・
雌
6

・蚕、
d
n
u

，.
.
.
 の

実
施

;

E

E

i

 

鍵
刻
鎗

八
回
九
・
図
。
。
。
方
向

主
な
事
業
概
要

a
g
w
-
c交
信
幽
子
園
官
芳
同
》

マ
草
川
小
i
R
E
m

j

E
の

Z

マ
島
町
色
あ
る
学
校
圃
づ
〈
り
、
児

童
生
語
め
窃
前
田
町
修
等
青
少
修

験
宵
の
‘
興

E
E完

売
ハ

sz

s
i
i
 

円

V
仮
林
組
ケ
丘
柏
原
場
剛
鼠
輝
一

一

体
宵
"
の
建
段
、需
省
ス
ポ
y

大

AE開
催
等
社
会
保
育
の
雛
興

V
E
s
t文

i

'
A
財閥錨・品
A
W
蔽
の
傑
・
菊
飯

マ
仮
跡
u
a周

-a鍾
・
属
、
巳
鋼

の

am--sち
づ
〈
り
‘
文
作
長
院

事
文
化
の
極
関

ま
本
健

《ヤ句
".
，
，、
n-h同
v

マ

f

E

2

?

プ

ミ

7

2

2

t

E

備マ
公
園
の
催
前
後
盤
・
1

鰻
化
の

幽軍温

i
j市

街

地
面
内
調
也
君
等
市
街
地
盤
.

V
J
R奈

am駅
周
辺
鎗
区

@
3
3

i

;

i

i

 

i

i

 

R
隼・

2
宍
・
園
平
凡
百
万
円
V

マ
伝
憐
両
禄
Z
T
Q伺
-
R
A
曹
ン

'l-

R
考
人
且
い
の
憲
新
-
a
a
-
-

舷 宵 .

'00健H51iJi問
(23.1") 

コ主木.
'"也3子86JiI'l
(2(l.5") 

."'. 1舗 .. ・T-!luh附

(J9.1I'" 

同
=o億
八
九
八

一万円

特
定
の
Z
E
E
q
-

-
の
.
入
.
酬
と
際
分
し
て
E
R

1

2

1

2

R

 

S

M

I

t

e

-

t

 

‘.M
阿
白
三十
惨
ハ
千
九
百

八
t
一
方
門
で
、
車
に
生
1

A

2

2

J

ぃ
5
・

i

i

E

U

0

・

5
5
7
1
 

マ
作
為
嶋
篠
単
品
購
1

尺-
R
H伝
車

j

!

 

u

l

E

E

 

1
-E
E
E
 

マ
厳
侮
棒
鋼
川
防
宮
北
刷

aa儒
.. 

3

E

i

喜

商工
賓
(九健
J

ハ千五百号以内》

マ
E
T
-
-
Tド

;
i
i
 

"--
A八・↑
字
三
百
H
肉
w

v
t
叡
除
勧
労
合
健
合
綱
後
セ
ン
タ

ー

-
R
'
労
溢
・
名
対策

こ
の
ほ
か
の
費
矧
と
し
て
聖

費
ハ
ス
・
玄
千
七
百
万
両
)
、
鹿
俳

m
e
車
・
更
。
ハ
・
一
千
五
白
万
悶
》
、

観
光
貸

金一
・
十
字
ム
ハ
京
乃

B

z
g
ゐ
ま
れ
て
い
1・

p 

L!!S 

-お
"刷。剛

噌 111"'，州川相
噌">ri1刷"附l....，. ，，，，，>1;，市川四附l ... 

情佳子町

'醐醐

‘・ω
"蹴

日 制

下 a・1'111lIt... 11<<・
. .・・鍾付.

-・I!"".....11<< * 
.司Ui..*W‘... 
. 健闘師陣金剛金

. ，‘. . ，・
1民.. .. . 

， ̂・ ・

• " • • 通

B -回
二
億
九
二
大
O
万
円

-Hパ
ム
共
同
惨
M
V

公
集
の
欄
単
区

z
e
s
f
L
て
E
す

る
合
併
が
公
一
宮
企
-
m
会
計
で
す
・

歳

入

=
a

z

寧
入
《
八
百
閉
+
九
也
何
千
万

阿V

で
・
原
も
高
い
割
合
金
占
め
る

の
が
市
視
規
入
で
鈎
蓋
百
三
.

六
百
万
円
と
・
入
金
僚
の
u
m
2

;里
E

7

9

%
旦

企
U

j

i

-
-
す
己
@
宮
町
慢
を
M
U
益
"
と
す

t

B

i

a

u

-

-
14i;
 

備 制

. 圃

ー 幽

12.432欄

11.1信仰

2.0111周

819.500 

t師 冊

。捌帥

E・
'"時開.....
市街・ m関処・・

.，‘凋・111...
， " 

陶.ー皿・6

関• • • • • • '‘ • 人
• 民

-
m
-
-
-
-
m
燭
凶
網
朱
・
・
車
会

計
八
十
八

--gf六
百
ホ
。
万
円

ル
宅

-a長
ga金
射
音
下
問
・

圭
ハ
耳
目
万
肉
て

--u百
開
。

一-
1

i

i

i

に
比
ぺ
S
2
%
の
回唱
と
忽
'
て

います・

債
の
m
・6
%
《
対
前
与
度
比
U

7
2
z
t
Z
1
・

i

t

E

E

支

出
金
純
一
白
七
・
九
喜
H

内〔
対
前

年
度
比
U
0
・
%
槽
て
市
債
約

九
'
一一-B
九
千
八
百
万
内
A
U
"

8

2

E

f

t

t

t

・

i

i

 

品
加
し
て
い
2
め
Z
E

j
1
;
 

惇
度
凶
婦
特
別
交
討
凶
a
R
・
内
の

み
齢
止
し

τい
き
ず
・

." .ω 岨醐 lllla

市敏

明"刷
櫛剛



井6771i 諌 Jt 市 民 だ J: り 平成2年1月 IE3
信}平成2年4月1悶よだ民第 6ηη

京-大.，e-a広
場
.

i
E
E
あ
ら
う

固
め
e
i
t
'
q

F
l
a
-
車

E
E

圃

v-開"
一回
かゆ創首U三十

R

E

i

-

-

一、“
uu
『間際往

と鍋宮崎.歪」開

・
2
2
・
2

六
億
・

-aの

t
t自
白

AML・-b昌吉てaa

--e23ν 

1
1ー
グ

S

・LB樽，個脅

a
v

・
a

克脅
&周延し

よう
という
もので

す・各不十角所、肘

コ

I
慌の菌
令

書
L

・
2
5

生
活
騒
音
の

大切な1[1HI11MC.g:e至E型
以だんからの近所付言合い

i

j

』

i

i

htm針。五
-m所以ょを期間内

品
旬
、
3
主
主
め
た
人

工
て
t
i
e
-
る
と

いうもの
・

7
5
・
e
2
5
4
v

t
:
A
SE
7
u
n
 

7
5
t
録
。一
:

階
-
了
日‘

g
@
-
-
-
=、

近
眼
鏡
員
削
眠

J
R級
島
製
省

i

-

amηazす
・

a
E
S
2
2
自
の

富
品
の
十
品
で
す
・副

本
鴎
》i

i
i
v
E
 

Z
岡

v
i
s
z

.
惨
さ
・
穫
を
M
鰍
庖
幡

V
正
幅

量
欄

V
E公
金
倉
庫
畑

V

Y

や書志辛抱姻マ率緩京
ι淑一一
一

亀娘二
勝負硲彪欄マ寧山考ば

」

9

鹿
欄

-
申
し
込
み
U

F

司

悶
月
末
ま
で

ηJ

，E
-書
量
復

三
置
き
e
i

一筆
一・鴻
予するチどもの‘

一温
一る人のた
働"に
『・学習

一阿
一lyz・けてい4・

n
U
高
厳
粛
建
一
場
宍
大

字、・・-Fauどへの温事-R

t
蓄
と
す
る
人
員
官
刷

用して〈ださい・

剛-嗣
・・孝信
一人必た。

百五筒以内マa-R方接
hrnkヰ

以内の"睡Eいマ利幽・
・e‘.

A
R
g
u
a
p
b
・

2

z

i
--

s

 

i
i!
 

人以土
V
E
L
i
I

2
1
 

〈わしいことU園
民

-a公

t
i
l
t
S
E
E
-

-

附

LE
E-E
E

L
E
E
t、i

i

p

l
i
l
t
z
z
κ
 

u買
Z
ど
ま
〈
聞
e
i
s
--+

分法-aし化いものです
・

E

こうした
!

!

g

i

i

!

と

2

2

2
2
2
2
t
ふ
だ
ん
か
と
品
付
E

L--ぱ

S
F
Z品
会

優

ee思い樗か
ぺ
寛0

0

忽匁仰ちに借れるか

らでLaAヲ
・i

i
-て

f

i
e
r
i
-
i
で
す
ね
・

AM ro:oo 

-

守

中

火

--ee出
8

8

いように に

-
翁

aa叉底
A内崎鳳町五
-

-
g
@
八
ハ
閉

-
Y
S
た
U

i

-

-

b

 

ぜて〈ださい
・

ft35-1002 11 

年中働休

剖 rlllu-t崎日明胸ー抑
制帽"と."怖l醐ー叫

PM3:00 

周
相
柑
園
田
必
'
憧

OAaγ、第良市MV暢蘇刷

-
e
E
1
2
K
向

E

i
i
e
t
-
-
、

と川知咽ているどろう・そ
れ

5
いて

i

i

ょ

う包g・を
持
『て
ー、る島思
A7・

線
量
a

ヌリ員

S
F

つ
い
て
E2与えでも墨

か・色P
6

ヲと想俊っか忽いh
・

;
相
官
位
つい
て一

書多かう允のは

「子
どもの

1
t
し
〈

!
i

よいζとだ」
企例魯した人で

U1%次に寸ありゆる釜

別を忽，、す
級aRMV行われてお

り、よいζとだ
』u
g%と

被いているんMよ
・し
かし

j
い』

aZL先入品

iq

T62が上がるにつれて
Z

岡
《

u-
f
E
λ
u量
t

aJいるのね

χ
E
z
i
@
Z
 

a‘.@
ζろ

μ民

h凶惚福、
『.厳麻aえA"舷他
いで

そ噌とLて釦おaい&た
π

方“がF

よい』

とtiいiii方ii1記

i
t
 

z企品4恩号号屯
;e

でEq"里カ@草.ζ5』ヒ司』量i.毛で=掴

少:し主てi‘品1
宵f
え
:

幽慣也喪
心したらだのよ・

父

j

ad

-
-

!
?
1
 

2
冒
樋

MmMけでut
-aL

t

s

E

E

A

 

別
g
u
t
-
-

人MVh調'%いる
一方、
『闘

1
1
i
E
つ
つ

1
2
・2
8

必
F
X
EL
Z
u
m

A
S
--

;
ζ
のよう
i
k

俗噌たのか
Lh，.

父

2

2

2刻
皇

掴がよ〈勉bされてい忽いか

色だと思う
・・たとえば、回調

!
?
i
 

豪良鳳金必“P61%・aR

B
i
m
-空

ezだ
事分以下にとどaZ司てい

るんur』・
?

i

i

i

 

q
ど
う
し
t

χ
z
z
u
E
に

楓ゐ'ねられ
てaた・"の鋪

篇

2
回
肥
念
集
会

-Rトの令市町村Mm・--AVてじめabaw--人・問回の肩提

出
s

i

i制
E
E
に
取
り
組
ん
で
t
t

i

i

で

f

i

b

-

i

i

i

;

両

5
2
2
E

Mm幽された剛釦開4yu平八月十som---e'ので、，細血管e

i

i

e

a

l

-

-号

z
・
5
2
6」と
殴
i
i
f
だ
さ
い
・

宮、威内一斉に縄卯問-eu
ム

ζe
'四月十一BA水
》
守

-
fいうこと
・

X
1
5
2
2
 

Z
E
展
、
E
a
t長

官
h
Z
子
ど
も
の
ま

届いて
E
S
E
-人

z
u
J
の
た
め
に
4
Z

I

g

-

i

 

E
+
E切

E
4
Z
の
自

伝

-eaZK4

・
1
2
1
2
e
・

父

ζne知
'た随時hh
ha

i

i

"
の

Z
E

T

f

i

l

a

 

かれて‘るこ@ょうu-w

的調凶慣の
-mazeb也〈-eu"れ

q

i

i

u
網

倹

L
tと守
-E
、
E

ιτ

いた@で"q、畠eての
幡.. E古凶隠臥

.守重

E;守
』

」で且符w捌
u.'畑

a&金電.，ず'る-』と

が絶対hh必轟uzゐだよ
・

-

ぞ
う
伺
-

x
-a宵
MV十分
に保.博され

u
y
s
g
E
5
 

qupり、-R到の再阜殺にはる
・

・2
盟
E
tて
特

別宿禰置が必震はのか、少し

Z
J
t
q
 

x
E
t
E
f
に

L

i

i

t

E

 

Mら、由実胞に
ω

留守.，u'唱の

は
か
で
ま
れ
て
i
t
z

い-
A

s

i

a

&巴，.. うよ
・

-
一時準
i
-=
時五+分マ&

i
t
i
z
-

-m町
】マ肉g-E念
a刷『人

u
f
i
 

制
定
吾

agLて』、mM-u・

闘相級荷風鋪開RMK-na

z
--と肩
書

f
.

国
館
、

事
白
島
崎

一
目
亘
噂
曹
.



ど氏市良+

凋

淵
胴

紺

は

届

臥

I__I
.一
'/<
'
I
い

･.
い
.

がけないt丸
やケガにもった乎dtNt

Lたら暮
王
lrI

～1.JZri.IrlttH▲
■tpJIJl

ことがて4.tIf,Fもいく
倉什中葉
qrJlさtして､

らしhf,tQ▲うiLという山
■■Ct1年■与やめたり､

的でつ-り<たTNです.
わ
ー玖■古でなくなつたと1.

■aりErttJrr_■JV.
■L'ut●■■■■■■■'

ておっ.書見仰α伐でt■の
ttt失したとlは･LZC=以

tf#_mに加入していi人と
内iIZE吠ttaE_Jk
の_け

+e玖■j_id.叶l析#■そ書
出せしてくi.さい.

けている<以tはみんなq

E:Jけ･出i-必kなもの)申t

tGEif_tJ■Jr/Lil
t'Z:○■■C_JF1_■■

.IhJL:
l●･I.

_▼Lu

■■■■■tl_

I)の叫JEは､3'_
7m
'
0
1t.は任■■♯暮也■

人7･やJl人･iLF山な

ど<_の
右の'葺
先日tJdFす･0

●

い
一

■■･.rk■■■■C
LS>LJ'_JEJBJ■

LL一■tやlr_トー.I-t.
_
い
l■CuEJ__'J

ttJ､i._ヽ
=uu.Iれl.･r
tV■l,_J･■JLJr__

■になり_すので､暮人や亨
のtJ
(■一t)年ttt始

～
]JLJJ.Lr'
且
■
Oと

htわった.りさTIIけ
出t

t)lr_4JLJ■l
t
てい

も人が■■e
t■熊
tLJ■T人

した
り'書抜暮石iLt1一

た
と

一uJ･LEZ]以
内iLさけ山一q>

t

です.t
た.托よや
_】●上

■■
C.,_･E.Lr474n

i
.

E
IrJq.L､上●J,7

け由が貞■です.

【■‖_II■一-JJC)_■

E>ZK
t■付tr一yr'0

■JJL
l_

(_LJB<L

L.･U_)

¥甲が百十万円壬▲
(六十

■以上や■書Qの方32凸六十

LT

tI't･.1'G__J

■LlJi]人していろ人に上って

芳
書tlTていも人は､その

事玖_QとしてJ_やり<.E5

'_IB_■JuJLJI･_t一

A.暮t
.

ftdJ人してい古人

J､
■■01__
JL■人,EG

■JrJ__Ji.ll__1.,
I

ください.
柑
ii/r
7
2!_
1

が
ま
わ
り
JH
し
た

E
F
IE
4
''
JE■■
Z
t

CTL
It■--･こ
.P

元
年
度
の
消
暮

生
活
相
牧
か
ら

③金鍾に入ヲたり住所怠UC

f

z

s

z

i

 

E
E
置
に
更
し
て
い

る人ME
の
E
置
に
細
入

したり

i

i

i

E
十
四日
内
品
目
Z

害
す
-
R
t
'
E
I

Mvaxb
，たり恨輔が分か
れ

た史

一世
t
E
e
a

リ州が必種です
・

【

i
t
ll

v岡田健制
使
慣URV・“-n

i

s

E

T

L

 

たと・》
i

MS
S
E
U古

E

p

i
↑
 

-続入MF巡
れると阿
梅-RMF令

-n邑食倒閣と借りeす
・

-5
2
号
、
ー
か
品

険証壱
使
'で診
療を
受ける

と問
機
で自した際
E

j

i

z
i

・

⑧恩人がタ盆い人隠後舎鍵険

の緩-Ramに

二
-ZZLてください
-

E

E

B

E

E

 

観保険お証U本色、

同遍.‘

保険布証MMryタ色
v
u
xm

!

i

-f
 

ussL〈犯さい
・

車た、関内で.，av長岡m

E

E
需
E
E
tと

E
2
2
u
p
M
E
e
 

5
k
す
の
で
句
T
い
z

i

;

!

 

u

t
ヘ
S
L
i
t

i

i

f

 

と&菅直明するaeのがぷ逼e
--

M写叙
MM否
L了、
，円未a
A六4

1
1
5
1
 

E
高
E
E
の
E
傑

険
に
掴
入
し
て
い
る
人
E
J

E
E
E
い
る
在
、
z

i
と
L
a
t
;

雌

m・雌保験"hu個人で--a・・

7

丘

i

i

i

は
P
E
a
-
の

i
E
i
t
ι
τ
 

〈ださい
・

i

at
-
-u
j
 

国
民
健
康
保

一

険
料
編
両
主
一

A
S
E
U

一

4
n
s
自信治
t一
一

の値綱"です
lL

I! 611号

i
i
 

M
伊

ω

り信い術館mav-7Mvhる令た

i
p
h
a
e
-

-
4
8・
E
で明

t〈

t
1
1
f
E
I
u
 

m
z
i
t
E
Z・
"

が闇U闇MR
併保険制度hhu
，

τun，‘事良市住伎で
.嶋@

!
?
ぃ
;

1
1叡

3
3

2
ぃ

f以
外

2
主

z

j
!
 

日
Z
E
--

ζの竹細川崎、健
a
誠遍

入
・
4
E
E
q
長
君

f
P
E
E
-
e
 

5
1
2主
i・

次
のよう忽頃合UM-Mり山mMF必

優
に
23
2

r

z

伎の方は
f
八万気
を
AVMりて〈だ

⑥会Mae--
した民圃民健康

E
に細
入e

f
E
U
E量
Lて

P
E
E
-
-
9
 

i

z

t

i

 

t

i

a

z

 

i

L
E

I
t
-

-i!" 

州血管Lt，、だ奮い・

四日馳リ幽包必-RUもの
凶剛
竃

マ社会保険の
慌備
費失麗M明

F

2
5
争覇するも

;

u

i

i

 

E
i

吉
S

E

a-ev柑
極

MRph関傑加入
省

i
j
 

EV厚生年金
・終結関
与金等

のをUA湯
量
〕年金
主管費鉛

L
て
い
f
u
z
z
s

-
脅
ネ

uEUどが家島にも援
及

;

i

i

f

u

 

i
ζ
i
t
z
t
 

3
1
5
i
i
 

!
i
i
 

R愉
Mm備管言ずです
・
タリl

Z
E
T
a
-
@
Ee
 

害
5
2
1
J型
U

7

1

;

g

i

 

s

i

E
T
臨

鋼の
φ

，.かい剣也MP姐
ghn

azす
・危院な審

倉
@--
・すez-阻

胸
舞約にme--苦
情各毎個

別
κ
t
と
巨
人
の
君
民

自
Z
2
3
3
一
ハ
E

岡の向
動・・入、
-干・
-，‘
7・

1b
-Aで百十万同@鱒
鎗
@・契

約
Z
E
E

i

:

-ege--賓的
主管して
、支
弘い

p
i
ll-

2
1
1fので

そ
E

z

f

i

t
t
f
t
i
身

;
的
i
gi

t

-Rめてもらe喝のほ
もちろんで

E
E
2
2
T

S

 

2
E
M
E
い
もの
E

合
会
合

これもuxe度
の鮒般のゆ

か
ら
給
Z
u
s
--zu、

!

?

2

5

 

Z
か
ら
-
z
J
3
4

i
!
?
 

;す・

2
2
量
Z

り

-
?
?
iq

u・-4司《早，、
"・2
白《歯
叩桶

・3
1富

市

民

E

:
・
公
民
事
f
a
本

習字

t
i
l

--G今、惑で《M
Sい・

-富軍良市清・生活繍箇置

元
年
度
目
消
費

生
活
相
肢
か
ら

i
E
8
4
 

盟
百
t

?
者

t必

り
・
す
が
阿
昼
下
日
に
U

J
白
E
い
骨
品
目

年a'm
《曾
「川附け川川
4
Bi
 

-
-》
-utA
l
↑2

2
a
《
一'

犯さい
-

uba
平

成館内川

か

z

z

a・凶問MAWA・

ヘ
草
加
入

主

i
・

〈
わ
L
〈
U

自民年金

-
R

ヘ
・

E

t

i

f

u

 

i

i

i

 

aより約網%主幽明細し草した句-

j
i
 

-
自
手
車
E
E

i

f

u

f

 

n

か、思eR前
単
他
陣
制
馴
瞳

'MF温
令

色
い
t
s
E
E
J

Z

た幽咽加し企した
・

2

5

t

i

 

w
E
M
E
Jぃ
3
・
八

γ2
2
1
E
の
Z
e

怠に
セー
ルスマンが土がりζ

み
C
〈
t
k
a
i
E-

にE
t
Z
E
S
t

-'のあ弘
、・
・9

企いA周hh

i
てい

A

が
あ
り
f
q

aa位
、
別の‘話
縄散発費者

i
i広

言して

L
fた

2
2

.賓館講納畿窓口で陥周Mm
縄周

に

!

?

の

;

3

5

i

 

vhAYいての州・Man'eaL氏、

珊細する土.住
宅
蘭週細

:

t

i

E

g

 

i

i

f

!

 

?
て
い
る
f
自
習

し
た
が
E
R
g
い
て

も信富岡の"戸喧みが勺か毎いと

i

t

-

-

-

約金を鯛攻・
0

れた
」、宇宙
2

・

入の健闘争ι代・
をAE-女

性
E
E
L
-
z
u

い』白地どといろいろ信網厳が

あり
azιた
・
ζれU省
---b

hvu佑
g，企鎗価高
a
e--Ean

国
民
傭
康
保
険
留軍

が
宜
わ
り
ま
し
た

国
民
年
金
的

保
険
料
改
定

阿川
一日から咽MA---傑.

の保険EM伊
豆
町

L〈旬。、関MR

i

z

i

I

 

いす色、同a・・保険信証

u
E
U
ν
4
L
S
り
t

た・f
s
E
F
E
E
 

-
-
ま
し
た
が
t

uい掲合凶沼市保積mハ
曾@
一

E
E
S
E
R
か

りn・八千四白肉に仰ゆりez，
.

一
2
5
5一十

七日までにaとめて納必ると

綱引に匂るa慣例制度もめ勿
aa

サ
・

よ

帥 崎将

定..附.
. . 棚制

Z阿

だ

• 

民

こ
の
道
を
ど
う
し
て

歩
け
ば
い
い
の
で
し
ょ
う

点
字
ブ
ロ
ヴ
ヲ
協
、
視
費
簿
書
奮
の

，am--明、
前ve
向回高欄爾-hv肉回臥劃商事務U

E

・E撃
し
忽
い
で
く
E
さ
い
・

量
g

i

-

-

Z

弓転通産のコンピs'診断、

・自明
欄u-dパンシ.，

-
塵

⑧飲綱z-h@過
歓

⑧放置自
伝・
e自動.. の海蝕

冨期間。め主
な行
.. 】

-i

i

i

 

レ
l
up

T
六
日
華
午
後
一
z

t

i

i

J

民

粛
血
眼
S

保序論公
闘
で・

-ueza率。
通
安傘フ畠7mw

関川六日韮
-V午
後二唆丘十

i
i
t
 

'fl
JnloJHイ
-R喝‘免
-千

人
@
E
E
--i

t
f
t
i

"
 

・9ィ，dスペタタihv・

i

i

i

:

 

リ3プ
'le，
号7，
ィト‘

白バイハ
L
lS
E富

島信ど-U
3a
迎。合通妥
金ヲ
sγmw

Rn八
回
《目】午
後
一崎t，

四時ι--aそごろ属よ広場で
・

市

一

良

プレ
ゼ
ン‘F
・
憲
え

-R--uど
.

・
1
7
j

家

一

で失調索令a-m高鍋喜岡る・

・

1・1
4
1
白

i

e

e

i

i

 

開

t

i

-

-司t午後略‘
.ae@め植趣綱

宅
街
λ
Z
E
2

2

i

i

 

..
 
，，ea'4a74シグス

，ル同8ι
玄
関

A目》年制九時

it正午・衡食肉鋤事'auで・

賓館董に安金理ke術屋、

守」のほか、働省寝胴長盃逼gae

J
7
6
i
2
3・

， 

事成 2ij; 4月1日

-の刷xa£宮本a冨Z開
HA

Hか90克
naBで金蝿い唱ぜ

いに
・
1

a

z
・2

1
j
u
い
や

すhqeの大網崎づ〈'lLX

陶の準金.マ
e'le直也本一之

毛
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
E
z
a
H障

を
押
さ
5
5露
主

関abagす
・

@写グ
もと高“
・ae織品
リ
吻

i
i
 

止
⑤
き

e
z・haによる
領
軍趨
魁

@
首
甲
止

⑧正Lいお益民主るシtAZ

48hF
eへ
4bdF，
b

の値膏加の

信}



ど氏市A_

分
∬
な
か
lL)あ
や
め
池
公
民

点
に
流
れ
rO
者
劫
の
合
lI
′

三･さん持■且
前
田
｣休rL

lL
■
{
4-

-
U

I
C
.
■

■J小
▼
tz;I_
_'JP
_.tl
､･,tHt･,

申
中
の
公
民

N空尤td
すると'
十･O▲ヽ杜意
書法に上り暮す.

ホt
_
j

E-h■
A
htrt
一■6●'G'LJ▲C/

代■JL.PJLJdtZ;_▼■●
JAJJ†t
I_I一(▼_

J･J'L■L.J人Jrt
I+
Lr_T･L_･'■hI,.ht

■▲<･Jt■'-ことJ.Tr
p1-r■E-いIT.=○●

暮す.

F･も､de■jrJ-上りい'十

全丘Ju､丁■tlqして■
'引いたCが､伏九公托■の

RC
■

■とtJlモJP暮し､1
分r

F
J<0<やめ■/J艮I

た､付出et■edFとttt
(4

9<_IT自
)erあ

の世_.什■の■化をEJF'
〇め要

i
巴
です.

よ
t巾とJt.=
4''(

<▼いき
Z_T3
Irf

-IしてI'tr,れて.IL
_凡

金lue_かり七十11_tで

の約二白犬1人で
大人対■

の
ど
丁ノ放電やTtl'ス､書

t■tや.'･-)
∵JJ-し

た.qP細大Ll二年のR公民■さ

■I･JL■tl_-■･JL.I__

_～
Inに･Jl
',,ハtT

;●
.三ゝ

LJJL
∴′■
At

▼
t■JI_
に■■
-i:
い

I+lr_
it▲｢JI._一J

た.雀

少女C¶州は､了と

もt.Ainも一*
に
れうことでt

AI'F'-t■
,.■-1pJ･J

のナばbLさせ知り､'-A
中生e<Jtd二･-･人で.暮くけ

集
村4･iLb■血丁していtT.

■■_I(I_E30■▲●

J■由矢JTさんT/
レ,I-ン

り八二P
dがa
た▼わした

EZZu､日月二十八日iL■■<

垂
にRけ

てのt'中で.

■JNPた子とJたちuとても

■

し_,/JiJI4い●
い･._

ってい暮した.暮た.tとい

っし■に子どものしっけJ)J

書先生LJお■いしているt'

てナ..4rM
u
'上JAJII

人ばか呈
ってい一した_.

丁とbの■加･pも与というこ

とt,'･4'てJ)ナはりしい∝+

だ土工い暮した.tのtはT

b､■
ひ広げていrT'しい

守

･
:･
]

来
庁
さ
れ
る
方
へ
の
お
厭
い

■
正
､
■
血
t
農
t
は
■
ZE半
場
■
LT4と
暮
T,の

■...叶▲｢■'-
_■L･●.
●･;
.
1.･.4,_i

rfペーtがJ
LlJF■一tL
叫t仙川してくださ

て
暮す

･E也のtさんのtJ

Jt.
_
1.▲7り
l_い
､･･T.

n彩川中は
点
け
で
-
だ
さ

･･
;
Z
;

言

E
C

…

■書t空
-力仝4
'

r'-

rtr･rtの■
いJiL■
t
Pt.

●
r

Lh.円.

Zr_E3
中山EOtJl和代
さ

ん･嘉
■fさん･tRL

予さん
出口血モrさん･書

P
■V†･Jヽ
Ap'IdLf

rt9日
事且･Ttよけさ負

かり大●艮〆■州市ナ▼
レ

■へ十正方tF
∇西大芸

AIC_Lや■TJ
r十一■

▲へ十万内.

RR日
t兼ケ丘大吉
e上

付)さ

んA三二千円.

■別8
▲-且YZC<AJt7

▲rfナ一バ40バナー
Qld

_のう4工r方円ナつ◆な･'

●き

▲●uJO●ヽ
.

RSIE]
■暮町の■
E;■7-I)

か
り
市内のF_JLHへ叩う

_▲.

･･パおE3
市大…
王EこT

nG■
_

∩
■

IL▼rtfI

](4

り
■
_

一十万円.∇

星
¶○ぢE)■女さん4ち

■.'TLY'rl色｢E>山

JI_一<;_h
■J_
Ir

■ィ.'ノYTr一七.

■F=日
t_fEdJEC兼EEaEF

三■qんケL市心q
書方

■kJe■折(三十万円.E>

-
L4∫■一lL4

14.

あおはiLの会(百万
円.

IrllH
山JLECt-Zヽ
■･

ん4
P一身十円.∇2月舟行

Vr妻

二十E円.

偽
娼

願
団

-zep8
■A■工真
上

5t_T■か.P十万円.

●IZ._千_J=II
ILC

LLHり暮した.なお､許水粋

IT+キナ,O5'台は､稚公止

E･･.T･･RTEF-=･1由rJ-三■

14E](第2土RiE])
28E](弗4土qEB)

:
川
畑
稲
川
桝
:
"

上
■
の
d
'
ふ
'E
t
や
M轟
や

tJf
I
_

Jと_
l
1
_
rt
一

▼tJ一■■■･-'･+t

の

▲うiL■■してい一十.

〇中央薫
事枚
ところ
未

定∇と▲-五月十EZ]lF暮.

書

日月!
一木IEZ](ただし八

･十
二月は*
l木IEZ])
午

■■

1■

■.

〇

事

H大和薫
事佼
ところ

-a
.Jr'/CTT
F'

和犬JE
L-)E>とl･先月<

nJLT.IrTJ
'●■18ヽ

壬

TIti午.

○

▲

▼{_1▼

t

t
こ
■

-墓
JLJr49<…

(48eK
]"
>･u

II章
二
EE](i)■11

JM
二名
EEl午
dd

]■I

Rr

O

占
蓋

一十枚
ところ-育

市
t
J
_

_
(古市f)∇と一

-
-

暮.
■Dlfは､はh4iL住所､

氏
名
､
年
I
､

t止暮せ､*ZIl

▼F
t_いてEtI1.ll

1･JffIILrIl_I__

T白
lI
｢
l)幹
〓
〓
)

､.

′/
∫

…

い:::;:…‥

=<H
…･.,:;;

■■■■▼,･●
,I

■1
_■
CI

L

JnIt
r

lA.LI'1.▲t
′

LI■C･･aLJ=LElt.

1.-1
●一■IE.

汁_t._7V_tCzlJ-

__(.■+I-､{rh

xt_T■>/-■一･d(t

_イr･･.･'
_し
■

J好■Jです.合
さは拝t
N
W
差

上げ､

1小__tf
rE-I.tJ

rf.･･r･_■J

_■u次のqJ>'

〇_
一事t
(■■一■)

q
I_
I_
lIIJ_■.■
r■●■']_上して_t

lr
▲■_MW
ttq工､
■

書の毒■
■必rtt

▲■プレr1J3工.JEエ.暮
育
け
りuE月二C.-
T八日.

…
｢妻

｢仕上げ.
■い4b●bt_暮■力■央

rL･__lI<t
て
■
>_

■
_(_tJJ

=
…

一
'

■4立て.■丑tXtr
内｢書00四二
liJ)(.

'" 平成2修4JJ1日

分
館
お
が
6
あ
や
め
池
公
民

館
に
涜
ね
雪
白
老
幼
の
合
帽
f

Z
E詰“
前
田
誠
子

じ
象
丙
町
一
r
u
v

り

現
在
、
留
守
様
車
AV

・7
段
区
民
鐙

草

の
公
民
館
が
ま
す
ると、

a
m
u
p
昭
如
何
+
五
年
か
り
ゅ
弓
ι
酬

U

E

E

i

i

i

 

Lて
8
た
.
反
公
屍
箇
闘
が一ふ
I

E

E

z

-

-

』

E

E

--す
・

公
民
館
u
、
，
z
側
舎a掴
じ
て
泡

慌
の
泊
・
L
C
創
開
誼
喝
舎
回曙・
L

S

た

E

の

z

z

r

z

の
傑
祖
、
情
舗
の
嶋
化
告
関
句
‘

e
務
文
化
金
鉱
鋼
、
針
金
偏
祉
の

増
帽
に
寄
与
す
る
一
L
と
吾
封
筒
と

Z

A

車

Z

に
&
り

3
・

近
話
ヰ
の
e
・
の
幽
唱
L
A
に
よ
勿

?

人

!
z
E

O
UR--づ
〈
側
事
実
意
s
a
b
u
-

-慣
が
聞
か
れ
て
い
e
a
す
・
ζ
e
h
w

Z

E

2

2

t

J

 

R
た

の

が

、

i

E

分
"
で
ゐ
る
a
n
a
v
め
地
公
民
錨

《
あ
や
め
地
欄
-
T
肉
》
の
『
め

@
治
地
多
色必各
nA
H
‘
湖
巴
で
す
・

あ
や
め
地
主
語
E

官

d'
 

よだ民..π. 

公
民
館
内
に
.. 〈
少
与
少
女
の
合
唱

六
+
一
一
悠
一
一
u
n
に
閃
公
民
-
w粛

E

e

-

-

e

z

 

t

i

s

-

り

聖

書
u
E
t
F
一
?
で

の
智
一
両
足
十
人
で
大
人
対
.

1

4

E

l

i

 

-

-

高

い

で

島

ま

し

た
・宮

咽

hw六十士一
写
の
同
公
民
-
e

t脅

置

を

!
i

E
K
E
-、
2
の

Z

Z

E

s

t

-

v

v

ピ

;

!

Z
さ
れ
い

J

i

i

i

t

 

た・

i
1
2

E

t

-
-

ι

?

i

 

E

5

ち
員
ぃ
、
取
う
こ
と

の
ず
ば
り
し
s
e
知
句
、
-
7
1
2
h

?

2

古

書
高
じ
て
《
れ

た
ら
と
い
う
綜
皿
喝
さ
ん
た
各
の
-

E

m

f

-

f

E

 

国手段
足
M
W
U
M
l
日
間
贋

j'ロ

1

4

f

t

i

z

t

 

t

1

1

2

2

τ

2

 

相
療
幽
聞
と
げ
斑
閣
へ
・

A

S
困
」
ハ

2

-
E

Z

川
望

E

t

f

，

z

j
い

す

径

一

i

E
E八

十
句

同

i

i

m

一千
目
白

i

i

i

 

a

?

t

g

輔

t

-
u
E
2
 

1

i

i
 

hv-
F」
与
f
九《前
川・

同
日
目
仏
ν賀
町
包
寄
鴫鎗

i

i

i

 

v

i

t

s

-

か
ら
一
五
平
岡
・

ι
‘rE
附
也
風
俗
肉
・
か
ら小
'
E

l
f
-で、!

!
t
pて

い
a
t

欄
幽
-
u市
内
鹿
住
@
声
薦
g
a

-
-
7
j
 

u
E
一司
E

t

ー
し
た

a
u
開
塁
手
八
回
に
聞
か
れ

る
患
嚢
金
に
向
凶
て
@
値ERゆで、

aaz
，
 

今
て
い
ま
し
た
-
S
た
‘
依
と
い

c

a

に

Z
も
の
し
っ
2
・

.
先
釜
山
色
必
踊
い
し
て
い
る
そ
う

です・量
t

u

i

-

t

i

f

f

た

が

&でraIt 

も
、
ぜ
ひ
広
げ
τ
い
-
v
て
惜
しい

L
Z
い
盆
す
・

夫
抽
掛
か
ω
ゆ
ら
ず

っ
&
い
で
飼
い

ま
L
a
--ヲ

2

1

i

i
 

-
a
宵
宜
徹
也
力
会
か
ら
『
タ
リ

ス
マ
Z
@
・・
ぃihに
鏑
章
、危

鯵
耐
五
音
“
門
ι

同
問
a
中
山
町
@
椅
極
何
代
書

ん
-
樽
則
子
さ
ん
也
事
国
R
幽
冊

子
さ
ん
自
宇

E
9

闘
緩
・
2
ι
さ
ん
か
ち
一
一万
円
・

問
問
図
ea
・
州
友
好
箇
語

か
m
z
x
.
，
民
関
・
州
市
ナ
ザ
レ

掴
へ
+
五
音
鍋
川
・
円
V
6
大
奇
術

E

車

ま

ら

広

主

主

金
ヘ
ム
Y
官

n

司

関
初
目

霊
集
令
昼
一
平
自
の
k

E
z
-
-

1

2

Y

M

C

A

-

;

1

2

の

2

1

2

2

i

z

z

u

ら

j

a

i

-

凋
鎗
図
，
.m町@嶋
n
m-au愉

か
も
市
内
の
欄
M
既
胸
段
へ
陥
う

じ答・

さ
れ
る
方
へ

構

σ
集
良
市
絡
祷
a
u
-
-

骨

i
l
e

-
-
E換
、

t
置
し

て
い
志
す
内

高
断
言
切
れ
る
日

新
自
治
会
長

m 
.岡

【町
内
向
円
治
金
E

0
・
町
「
柚

上

-丁目
穂

柏原
町
平
人
"
・
蝿
息
筋
-

-マF
蓬

了
白
・
一
水
鉾
・
E
V

2
月
お
日
割
k
e
g
-
豆
町
二
了

闘
の
家
島
内
働
省
皐
幽
手
陣
u
e叢
生

g
t
-
tマ

Z

E

Z

E

z

t

 

e
.
，
d
4
，
v
一台、

マ
山

陵
町
@
梅
川
循
弘
m
g
ん
か
ら
‘

齢

m
t
t
，
d
ペ
，
v
?
"
、

同
m
U
B
常
備
幽
明
白
町
@
米
岡
町

?

ん

か

ら

i

書

編
後
作
鶏
新
ヘ
三
十
万
円
-
v

i

z

i

t

 

i

i

i

 

周
お
図
山
陵
町
め
広
掴
久
穫
さ

んか
i

i

厳
喰
ホ
*
緬
益
五
-
a
=
一一+
例
月

2
川
初
日
・
a
m
a
T
合
a
tm-a

仔

ama--か巴↑勺十台“川・

張

2
乃
*
で
属
品町一
・
=一JTrna

f
i
-
-T 

の
お
願
い
|

」

n

i

E

i

f

 

-
-
2
6
i
 

醐
告
白
し
て
〈
だ
さ
い
・

4mMRの怖さ
ん
の
ご
悔
haT

お
幽
い
L
ま
す
・

τ〈
だ
さ
い

i
一

-T白
'
機
関
-
マ
・
ノ
本
合
一

了
包
グ
リ
ー
ン
ヨ
1
i

-

i

t

-

-

辰

自
主
マ
八
島
町
四
宮
ぶ
茂
マ
山
村

町
・
鋼
一
内
鳩
マ
剛
庄
町
・
花園調
一

v

Z

E

-
-

i

 

町
・
術
開
a
v削
減
M崎町
四
符
偏

向
一i

t

!

嶋
崎
町
・
巾
鳥
-
之マ
λ
・
仙
町

-
K
砲
事
量
生
町
・
2

.，此
-
の
逮
轟
に
傘
る

青

空

駐

--u

や
@
ま
し
ょ
う

保
旬
ま
し
企
.

下
*
通
処
理

慮
"
に
玉
男

九

百

で

こ

2

2

2

2
2干
E

Z

が
下

水
I

e
-

-

s

i

-

-

Z

、

i

i
i場
合
;
誌

の
書
に
草
し
て
〈
だ
さ
い
・

14日(鰐2主脳目}

28日(鯖4主帽日)

図sCMtii園

憎
の
中
小
企
・
・
a
R

Em-a
a
と
網
.
変
更

一一一
司
法
開
館

一

毒

の

s

t

E

孔
格
予

食

a
・
機
位
ど
を
身
d
a
・
『
命
虚
爾

令一段
』
@
区
割
思
慮
'
ν
J
H
i
e
-
a

E
;
Z
し
て
い
藍
す
・

革
命
Re
童
市
写
綾
と
こ
ろ
圃
卑
来

事と
f
E
R
古

Z、

l
t
Eし八

十
二
月
u
-
m
一
本
哩
図
》
午

陵
二
時
S
四
時
・

と

-z

・
何
M
公
民
・
大
和
鍋
僧
《
写

閣
L
A
h
開
町
V
V
と
・
・
尻
川
九

回開
話、

-
H鼠
三
歳・
ロ午

前
十
・
f
正年・

鑑町隼
麿
前
期
復
鍵
検
定

申
込
み
4
月
川
崎
固
ま
で

事
成
二
年
度
の
前
期
後
健
検
定

t

Z

4

2

2

5

・

合
幡
宮
凶
伎
鑑

実施

ニ
-Emz鱒
鏑

遺

‘
 .
.
 EE
2
層
、
・
M
細
ム
、

g
A
J
J
 

属
医
‘
『
エ
・
6
2
‘
仕
上
げ
‘

i
i
 

.
止
符
立
て
-
m楓
M
・
・
、

，戸

/ 

t

t

i

;

 

-
伏
見
公
民
鎗
&
φ
6
地
分
.. 

《aaavめ地歯周
-vl白》

マ
&

・Haw伊
γ
-
回
会
-e
閑語、

句
"-m
ニ
ι
a
・
同
等
・
-
嶋
4

内崎‘
，

。
品
柄
命
寓
働事
段
と
e』
ろ
・
古

i

z

s

v

i

 

・
朱
兎

z
t
u
M
E
住
街
、

;
!
2
 

・F
佼
名
を
書
い
て
四
月
+
六
日
a

EF--一
i
一

丁
目
一
1
一

宮
⑩
一
一
一
一
v

へ・

例--

•••••
••••••• i

i
i
 

買
値

R
w
q
厳
下
"
処

理

由

、

1

2

J

里

1
1

1
タ

E
f
b守

-
喫
作
、
防
水
‘
工
、
内
袋
仕

上
げ
施
工
、
.
，
h
y
胸
主
、
表

泊
町、.響穐

，訟拘僧
£・仲
官告げ

写
真
ー
ヲ
，
ヲ
積
筒
V

③
単
一
-
-
・
【
慎
健
制
畑
u

i

a

t

i

 

.
帽
の実
橋
U
R
幽
冒
必
.
、
安
.

?
u
E百
t司

闘

い

2

2
3

2

抱

協金

Aaz
大
略
町
中
小企
頭
金
鎗

肉

T
S

富
三ヒ=・



..n号

z

i

E

S

 

'
1
1
 

i
;
 

の
a
-
a
常
食
積
院
を
闘
a

z
J
z
i
E
い

嗣

a
eん
が

a
u
-
-の
実

-y'

・z・
j
i
 

f

---

大
宮

R・@幽m--
-Nお悶

《・5
午企R2・司t'a司時‘酋
トA

E
;
P
E
a
 

k
布貨‘ERr-n'a芳氏の嶋崎

8

2

!

・

竃凶周岨A1・個別世nhH1

S
P
7
2
悶
・

よだ

-〔a・省
》
eH・

5
M
m

目t-azes見"回の毎月-m3

岡
曜
日
午
・
l
時
9
4
崎
.
“
.

以上の人淘人
・

-
人

-
-
sM""日
1
来年

sn舗網目@旬n-m2ぶ哩制午

前
'
随
時
平
ι
正
午
・
・
人
鈎
令

i
!
 

ヨII-d2 1tl4月1日

ゆ
央
公
民
館
各
噌
区
公

量で、
A
1
回
全

i
j
 

u
g
-
T
で

1よ

A

t

t
.
 

EE品
問

2

自民.の窟ロヘ・

-手値等
・
-依Mω
肉

v

i
s
-

句】

?

;

i

s

 

-
-
s
 ..
 

j

51 

8附川M日《-nnu他
陣

aevの舗

"
鋤

2
a弔問幽胃日午
附
百
附
唄
T

U同事
・本

1
・

2

1

2

8

j

-

n
n
R
h
i
l
i
休

L
n
v
の
偏
見
開
岨
臼
3
同
ザ
復
2

時
t
4
喝
ゆ
写
生
以
上
の
銅
~

i
i
 

目
官
官
月
民
生

の毎

締
第

1
3
火曜
UMT・1崎学

ι
4
時
事
・
臨
人
別
人
・

i
i
i
 

' • • 
" 

やり右衛し葵

E

・5
月

日
i

i

E

i

l

3

4

i

s

草

53U盛時半
・
威人初人・

長
官
&
し
E
in

i

i

i

z

 

土
・
日
午
後
2
時
tya-司
小
学

I
3
4
写
生
《
傑
飯
郡
M
停
の
・

合

u

p

s

-

-
A
Z
s
n
A
1
2
 

3
H
凶
図
の
錨
河
鮪
2
合
頃
日
原

陶

t

i

m

-

-

噂
・
z

，

E平
E

a

人何人
・z

i
 
i
m
 2

4
・n員
4
T正一

年
・
自町人初人
1・

…

E
Z
-
s
n
u
n
h
…
 

卸

esnnn《・》の暢川-ms
e6…

-
n
a
1
崎
T
4
E
…

0
・
h
院
の
量
罰
主
の
人
閑
人
1
…

禽昼寝
且町a
smm同s-Z
6
一

-am話回《anu休巴均一》@毎un
一

T火
一-

i

l

-

-

手
-E摩中学段以の.人目剖人・

書
家
情
め
切
り
U
E
失
語
』
が
‘
"
…

回
目
E
2
r
z
?

凋初回・:
:2
1
i

同

I
一

!・
-

R

2

5
n
u
n
g
来
年

i
l
-
-

踊

g
防
車
t
u
防
車
-
m
函
ゆ
常

使区
の組問人弱人・

屋

-x-E
s
n
時
n
S
3
月

刊

2

1

3

8

5

梼‘、午睡RS時・成人初人・

-同
..
.
 

，.a
s
n
n
n
ea本

尊

3
n
m
臼
の
侮
M鼠
3
木
曜日

午aR1値重tsa司手・政垣市中

i

i

M

2

1

2

 

ぷ・dq
・1

時
半
a
i
司
成

人
紛

Aq

・
・・句。Mいずれa--Mnu

n-
T
1
一

S
Z
Z三

1
1
1
2
・

文相鴻蓋

5MM悶
4
3

曲家信専

3
月
初
日
e
-
n算
S
本
・日午

個別'時t午・4時‘蔵人初人
・

5

2

一

Z
H

ゲ

l
d
l
E
l
u

-
-
!
 

"
'
崎
掌
t
正
午
白
康
人
齢
制
K
1

，a'z'代司自丙・

文
滴
e
-
m
a
首

5
n
2
H

S
u
q
z
z
t
τ
T
 

コ!jij ji!;;!; 
P
 4ι

俊
M仇@高飾精銅人
‘

業以上
3
級
建
の
掴
め
句
"
“
‘

且
官
・

E

t

i

i
 

i
n
M
日
吉
川
躍
さ
の

毎
場
火
昭
B
bサ
鮪

9崎学S£
午
・

成人初人・

調 医 内 後 .

q E .41 
切・ 8

au 
い~悶

E ゐE

見日

T 

z
a
町一
‘-I

f
--

-
買
は
泊
己
n
制
1
a
支
局
舗
明
白
砂
切
り
n
e
で
伝
M
e
衝
で
山中
L

q
E
Z
@
ハ
自
宅

f

?

1

・
i

g

u

t

t

a

-

'

i

i

J

E

-

-
-
-
m
忽
と
健
婦
民
気
に
-人
-a
*剛
0
・官員
組

《
ふ
り
が
u
v、
匁
・
、
-
-
u
鍋
過
の
と
e
u
織
湿
し
e
す
・
伺

i

i

i

i

い

合

2

2

S

へ

・

陽

M
l
l闘
"
1
M
M
新
年
度
迎
え
公
民
館
に
鉱
制
限
程
1

1
・Z

塁
3
H
8
2
1
2
S

弓

i9?"草
-盟

小写件、の母・ω人
・

Z

2

5
2
n
よ
年

i
M
E
l
-
品
目
午

前日山崎
l'
正j

・
市臨人柵・令

.蚕・"富

5n悶目。来館専

S
M
2
1
2
H
午

後1随時14崎‘
.e人目別人
。
“

料
貸

i
同h
h
M川
船
館
、

Z

E
ハ
Z

A--'

i

i

s

a

t

i

 

a

-

-

i

t

i

 

t
来
年
S
月
初
回
の
晦
局
-
m
s
a

i
l
--

時
聞
は
い
ず
れ
も
作
前
g
時
字
5
3

午
後
4
時
・
各
康
人
鈎
人
・

E
i
i
 

町
農

W
S
A
n
u
の
毎
n
.
，
a.. 

曜
日
々
前
宮
崎
T
t
等
・
3
時
事
・

凶

λω
入
1

文
化
闘
E
s
n
凶
H
A

Uや

ω
刈
泊
四
@
偏
宵
u
-
m
E
'
土

・
目
8
1
u
E冶
成

人
∞
~

-
E
2
2
L
E
s
n
 

u
日
i
s
n
i
l

-
t
・
B
午
・
2
時
6
4
時
・
小

学
生
と
幼
児
(
保
・
脅
岡
崎
将
V
四

人・
理
E

E

2

5

2

8
S
7
n
同
自
の
.
孟
主
曜
日
午

検

a時場13純手
・
場
人
鈎
A
q

g品
3

2

5
n

j

m

E

i

目

午
前
'
時
場
t
午
後
t
時
・
・
人

種調人
・2

8
2‘ーも
A
れ

R

Z

A

E

i

 

3
M
E
I
n
a
g
e
-

n
m
B
火
曜
n
午
前
'
a
司
乎
も
日

時
半
・
個
人
制
A
1

官
鳳
文
筆
・
2
「-ag苧
に
・

しむ』

8
7
H
A
T
n

計
四
の
‘
バ
-
m
g
a
-
a
-
n
午

後
1
嶋
手
t
，
嶋
宅
啄
人
鈎
aq

i
!
 

?川口目の毎週bm・8年一-m'

n
f
!
"
 

事
1
3
時
宅
成
人
初
令

醸
し
い
Z
E
s
t
o

-
-
の

j

'

1
u

q

:

~
 

z
k
s
i
t
-
-

RUHu・

:・
i
一
E

i
i
 

ヲ

'
Z
T
-
A
E
5

1

6

i

s

-

-

3
火
睡

H
午前
9
防学

i

官得
、

個
人
初
ゐ

ペ
ン

;

5
1
6

附nn"の旬凡油開2・L1・

n
守
後
2
・
6
4
嶋
・
峨
人
加
入
1

i

E

s

-

-

凶
川
舗
臼
の
錨
H
M
2
4
・
-

回年腕
g
崎
淳
1
午後
2
時
・
底

入
U
人
・

・
と予
のa・m・-般
車
FS

Z
因
。
抱
月
8
2
青
第
2

土
・
目
午
夜
2
M同
L4時
・
小晶子

笠宮儲轟省鈎
艦
.

-
A
Z
5
n
m
N
6
2
 

時-tv也可
・
凶
入
M
A-

-

A
n
?
 

u
n
ω
n
の
鰯
凡
-
m
a
n
-
n

I

e

f

a

g

-

u

q

R

t

 

速
い
ず
れ
も
闘
的
切
o
u
--片山崎

図
-

T
1
2
2
・
2

!?S 

空
Z

S
H
B
s
z

s
n
u
g
E
と
し
で
i

g
火
・
自
年
倫
e
嶋
卓
{
n
時
曝
冶

園干減ゆa7佼
UE働人制WAq

リフ
レ
，eJB
4ン
グ

u，レ

-4
5
m
m
目
。
息
切
3
川
崎
臼

S

T

i

l

A

 

I午後
l!1

-8臨時掌ia・時・鳳削企して

包
ゆ
ω
五
区
@
蝿
人
駒
A
q

E
E
l
-

-

2

E

I

I

R

 

-
-
崎
T
4
E
t

て
↓情
事
-
孟
ほ
の
調
函
・
以
ょ

の入閣ー令

宙定崎め旬。uいずれも4川崎

図
-

t
i
-
-
一一

l

i

・

言

----z・属鹿「花方竃の笹

-
z
en
m
臼
1
n
n
g
臼

?
a
n
t
e
の
自
と

し

て

i

;

a

i

a

Z

R

t

 

E
E
《
S
W
A
n

目
A
T
A
B
E
t

て

1

2

・n-
i
-

U句、4掬・成人同人
・

車窓以土2a-se鎗め切りU4

i
目・

--R@E-zとam-azs

mm目
0
・
罵
写
s
n
T
臼
《
S
H

U体主勾
V
@
原
則
と
し
て
侮
H
・

成人加入
ι

E
Z
・

5
2
n
A

i
H
i
s
-
-
u
 

停ae時単ta防砲事
・
峨峨
巾

Z
D
院
の
“
.
百
主
句
人
初
人
-

a
m
い
ず
れ
も
舗
め
初
旬
は
‘
m
m

日
-

T
i
s
z
a
 

-

-S
 

2

3

4
4
よ

・
3
月
初
日
@
術
刈
擁
S
麻
幽
曜
日

午俊1時
r

‘S時手
・
M防織以
上

@人側入
。

小
倉百
人-首に
眼
し
む
s

i

l

l

i

 

-
-
・
8
朱
・
a
午
・
l
附
与
4

・7
・'
Z
ト
代
ニ

峨人mw人
ι

峰
町
め
切
り
u
a
n
m目・

曹関嗣.単鴎

s
n
m
n
t黛

?
品
目
R
8
2
守
二

鰍
"
と
し
て
句
"
蜂
s
・
・
目
午

・1縛場13時噂・竃幽・
0

・平

佼

un内の街a以上@人mwAq・

凶閉め切のU4nm目・

T
;
t
gニ
A

I
1
-

5
t
s
-
z

t

 

を覚えて、

子ど
toたちに極り

?
i
i
t
 

i

l

l

i

 

n-m2・・日午網"嶋e't

t
・
2
r
z
fろ

・
間
関
書
館
マ
定
M
R
・
鈎
人
-

j

u

j

 

でに電舗で開・・ヘ
・
飼い合わ

ぜ
も

:~玉吉

Mn内
・

・人e・

・"岨anh血

mu・

3
H
M
m
n
e
-
M
・
4
*
・
日
午

前9u草
ι山崎郁
・・人鈎晶、

詰
め
切
。
?
"
t

司v• a • 
i

-2
1
 

・Zτ・-:
・

-
人
掌
H
・
a-ant・原信平S"

の毎月
1
司
・
・
0

写
後
E

縄人間人
・
写会賓
γ二百伺・

高
値開
'
e
・
a-n6怠信号3

月の原則と
し
て
毎
n
・
s
・
--

日午鎗鴨
・
・隊中学殴Mmの館関a

以上@人ω人
。
昭
会
'
z
-
E

I
 

ド担
I

t

-

-

目
-



'61 

重坐園

手成2年 4月 1日

来
月
四
目

的

花

会

渇

で

お

筒

抜

-

E

2

2

1

 

章
S

見目

E
品
2

1
総
合
開
会
式
U
2
7防

部
分
か
ら
注
老
町
の
局
ノ
梅
降
上

3

で

行

2

4

2

主

一

土
ニ
f

i

i

E

舗
で
錫
り
広
げ
切
れ
志
す
・

!

?

E

 

:
:
ー
で
ー

は
S
E
-
-
の
申
し
込

み
・

《
二
舗
)
に

マ
問
外
.. 加
指
凶
同
体
名
代
表

E

住

所

氏

名

自

信

吟

V

個

人

!

E

e
氏
名

E
リ

主
い
て

4

2

2
で
に
必

着

で

s

a

i

S

2

g
務
局
(
守
間
二
条
ト入
路
湖
-
了

U
↑

l
-

g
@
1
1
1
1
v
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
・

a
-罵畿
と・
種別
(
鍾
帽
凶
》

・

-m上
舵
蛍

りよだ民市良

市
観
史

箇
富
市

な
ど
の
後

媛
で

『大

翻
の
わ
ら

べ
剛

7
A

ス
予
イ
パ

ル
」
を
7

月

n

B

A

目
)
に

献
は

2
ま

z

y

?

で

盟

主

す

そ

そ
の
幽
諭
凶
体

《お
人
以
上
〉
令

官
よ
う
に
童
し
て
い
ま
す
・

こ
の
但
し
は
、
県
内
の
わ
ら
べ

望
2

2

2

T

Z

値

t

E

f

i

の

き
z
i
を
は
か
る
も
の

です・応
募
資
格
-
m
海
内
の
小
筆
生

奈第 m号

〈
盆
平
銅
別
畿
銑
V
【号
Z
E
S
t
，

u
a
・
百
M
走
り
緬
践
ぴ
マ

m
l
y
u
A
a
m幼
t
'
u
a
em却
S

E

T

M

厳

罰

君

主

の

産

自

-
H

2

z

f

P

R

F

 

内女
千
】
9
S
H
e
-

ロペ

走
り
樋
脇
ぴ
v
m
1
m
a
a
a
お

t

話

路

雪

上
の
各
年
代

別
・
百
M
1
-
九
千
u
、
定
。
幅

院
ぴ
、
砲
丸
役
げ

7

3

対

量

専

問問
チ
】

一T
R四

R
Z

百

円

五

月

閉

E

M

i

t
a
疋
旦
高
齢
ぴ
走
り
帽
臨

ぴ
砲
丸
彼
げ
マ
中
学
一年
・

百
針
、
予
五
百
M
、
均
百
釘
り

ト
ν
1
倉
旬
幅
臨
ぴ
マ
中
学
二

一z
e
--
百
民
、

二
百
M
、
閉

E
t
i八

E

リ

レ

ー

f

E

U

T

2

σ

里
時

⑨
鳳
内
の
少
年
少
衣
合
唱
団

成
人
合
m
m
⑨
県
内
の
字
俊
に

俗
学
す
る
外
国
人
留
学
生

附
演
を
寄
留
す
る
開
体
U
U

1

1

2

Z

語

、

氏
名
連
続
方
法
精
銅
幽
目
、
，

加
入
聖
書
い
て
5
月
目
ま

でドド宮市観
4
X

也
会
《
・
τ
醐
生
二
条

町幻
1
4

8
ω
E
2
0
0
v
へ
・

守• 。

i

l

i
 

-
-
a
 

E

み
Z

A

n

n

h

7

Z

E

-

-

日

・

t

矯

鴨

署

員

?

品

目

i

E

E

量

竜

口

・
山

人
・3

3

?

n

u

H

1

 

7
8の

i
i

【女
子
】
一値
圏
西
射
、
ヱ
百

κ

i

l

l

-

T

E

ぴ

、

t

E

U

砲
丸
媛
げ
マ
申
孝
一
年
・
百
日
、

二

百

町

内

E

l

i

-

品
臨
σ
Z
V
L
7
=
T

百
M
二
百
目
、
八
百
制
、
四

百
日
リ
レ
走
り
循
環
ぴ
、

i警
E

げ

以
上
め
鱒
修
会
隠
正
式
の
観
伎

会

館

空

E

Z

E

主

げ

た
い
人
!

?

盆

“
"
し
て
〈
だ
さ
い
・

企
欧
文
腎
泊
専

一
俊
一-m
e
二
郷

一言

Z

3

1

y

少

制仲間

-
高
際
野
油
平

-
ソ
ヲ
ト
ポ
l
:

賢

女

協
会
m
v
u
m
k
高
絞
市
?
?

.
牧
草
縁
側
人
ハ
ダ
ブ
ル
ス
V

-
-
般
男
子
高
血
来
型

成
年
男
子
《
お
j
h
u羽
aav

栓

年
男
子
〔
m
m
a
以
上
て
一
般

女
子
A
大
学
生
に
蛾
ず
る
女

王
家
宮
人

E
K

V
団
体
目
中
学
男
女

.
，
ニ
ヌ
《
ダ
ブ
ル
ス
)

占事誼
琢歓
竃
5
M
M
H
I
、
7
月

お
回
の
毎
週
木
岨
k
q
m
人

i
i
i
 

明
日
の
毎
週
金
曜
百
・
鈎
人
・

議

S

E

r

f

i

E

高

の

猛

毒

の

3

少
年
《
学
生
は
除
〈
三
時
間

u

!

?

1

 

f

u

-

-

高

氏
名

E
E号
喜

い
て
4
H
A
n
固
定
で
に
肉
ホ

ー
ム
ヘ
・
応
募
者
多

i

は
抽
選
-

Z

E

t

一人

一般

i

l

i

-
-
1各

ク

ラ
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
m
人

AW
内
在

住
在
勤
で
お
a
来
事
の
勤
労
膏

z

v
・
哲
E
つ
き
の
と
必

り
で
時
間
1

1

年

害

時

T
a
E分
・

1
6
u • 

高
伶
中
学
の
各
男
女

2
凶
事
網
丈
・
一般
シ
ユ
ア

ハ
お
峨
以
上
v
d
R
テ
号
ン
ハ
佑

蟻
臥
上
V
め
粍
男
女
v
，
M
U
対

銃
園
高
校
・
中
恨
の
先
例
h
A

-nン

E
L
-
-
E

5
3
 

・
パ
ス
タ
ヲtra原』ル

一
般

型

車

少

年

の

i

・
サ
ヲ
カ
一
般
、
高
綬
e
A
W

争
〔
母
子
後
対
銃
w
、
少
創
平

・
1

ミ

ン

ト

y

一

般

車

二

二

年

三

年
V

小晶子

i
k主

婦
人

・
2

7

一
般
〔
初
段

二
E
ヒ
厳
然
)
、
草
、

高
齢
依
《
u
n
段
段
外
》
中
学

二
コ
厚
小
学
胃
1
ハ
専

問
体
・
-
般
(
何
段
e殴
%v、

E

-

z

-
Z
一
年

小

9

・
剣
道
一
陵
高
伎
ゆ
晶
子
の

各
凶到女、

少
年

-
a

個

人

・
肩

書

中
尉
子
V
団
体
四
一
般
高
夜

中
争・3?

幸
男
宅

高
校
、
中
学
小
学

A
m
学
高

sui 

-
パ

ν

1

7

ル

2

2

-
S

H

R

 

-
れ
交
ダ
Y
ス

e
集
遁
(
月
曜
日

ai-
-i
 

日
a
バ
ス

t
L
I
t
s

-日-S
・l

-
H

-Jパドt
y
h
F
ン
・
毎
遍
金
曜
日

章
旗
古
往
復
2

1

同

ホ
ー
ム
ヘ
@

花
木
の
展
示
即
・司
会

E
E
結
末
鹿
内
-
E
が
信
本

;;ょう白

色坦きす
・

と
き
，
‘
月
幻
円
(
t
v

包

口
〔
臼
》
初
日
ハ
土
V
1
m
a

低
予
ω
号
、
女
T
〕
マ
積
目
成

徳
男
女
、

高
綬
中
学
、
小
学

〔
男
子
禽
鉱
留
学
年
》

-
少
M
特
命
象
盆
組
諭
筑
M
少
年
、

2

5
手
段
々

初
R-
一一mm

一段
以
上
マ
凶

Mm
・
一
般
少
与

-
仙
除
機
-
般
(
岡
修
》
中
学

男
女
《
偏
人
E
v
、
小
守

男
友
(
例
入
》

f

i

t

-

一
綬

産

の
各
男
女

・
ラ
イ
ヲ
ル
射
穆
一
般
少
紅
専

・
1

l

E

7

'

J

ス

今

ト
v

一般

T
I
l
-ィ
ン
グ
豊

一
般
(
叉
ナ
ヲ
，

p
・
1
ク
v

t
g
Z
霊

園
小

:

ー
ヲ
一
般
マ
試
合
・
小
学
、

中
学
以
上

・
;

!
?

ル

肩

車

ま

の

高

実

凶

人

-
吋
遊
間
体
制
人
間
一般

告

の

自

女

1
1
L
聖
asω

!
=
一工
泣
き

ユ
ア
(
初
盆
似
よ
v
e
箇

日
(
5
2
9
?
午
後
5

崎
マ
と
と
ろ
・
市
，
協
wv凶相支

房

長

町

一
二
個

一

4

・uω
4
6
2
1
v
V
即
席
河
川
口
U

M
筏
木
幡
本
盆
a
h
弘
ど
.

〈

わ

し

4

1

・

膏
信
号
海
外
協
力
隊

員
の
事
・

mm明
会

間
際
繍
カ
e
・
摩
川
同
歯
支
憶
が

z

i

B

R

E

 

E
-
と
お
り
開
き
ま
す
・

と
8
・
4
M
M
n
H
A
N
A
V
5

M
m
日
華
午
後
6
E
1

9
専
と
こ
ろ
品
女
性
f

T
i
v
-

E惇
臥

m
m
M
m
楢
民
自
調
島
の
u
H
S

Z
を
も
っ
人

l
i
t
s
 

市
北
以
電
島
三
lム
一
二
豆
銀
傘

言
"
の

E

.
，
グ
ピ
1
7
ヲ
ト
ポ
ー
ル

仕

年
(
M
u
a
以
k
》

一
般

ゆ

苧
小
掌
の
%
財
子

-
統
制
退
欄
人
目
少
毎
マ
同
体

--般・
U7』
ιra原
t
sn

・
ヲ
品
ン
ソ
，
ン
グ

一般
個
人
・一
般

E

e

Y

2

2

1

 

E
T
E
-
ジ
昌
一
一
?
の

各
男
女-e'

イ
タ
J

ン
グ

一
般

-
レ
タ
リ
Z
l
シ
'
Y
〔
民
蘭
V

一般

・
7
e
l
タ
ダ
ン
ス

・
綱
引
き

一般

-般
男
氏

【
嶋
田
園

E

?

i

l

i

z

 

E
よ
う
に
m
e
--

と
き

'A
目

玉

E

9

?

2

4

2

」

7

1

1

v

T

i

 

動
シ

s
l
ズ

Z
2
5〒
官
御
門
町

工の

25
1

-
5階
E
0
6
1
3
4
s

i

l

l

z

.

 

市
民
ス
ポ
ー
ツ

開
政
目

Z

E

E

-

z

v

】
4

2

目

玉

午

前

品

S

F

百
凶
主
l
?
4
時
低
温

縄
師
時
間

m-
体
向
鎗
シ
孟
ズ

Z

-m
奥
の

2人
u
a
t

【宙
m
M
珊
，
，
地
腫
よ
鰻
館組
2

4
月

n
目
(
日
V
午
前
9
院
内
r
m
H
時
は
体

4

2

1

1

7

1

 

d
サ
ン
グ
な
ど
・
午
後
1
略
t
y
‘
時

5
・
4
F
i
a

-
-・32

・

濃
い

ず

れ

も

E

2

7

3

事
U
U
2
1
4
も
合

わ
e
M
U
ゆ
失
体
育
館
(
雷
@
1

5
0
1
v
へ
・

定

.時~虚

市
史
跡
文
化
匂
〆
タ
1
A
三
条

ト八敵"
一
T
目、

冒
@
9
0
2
1
V

3

2

2

2

ん

に

E

文
化
の
ず
ば
り
し
さ
に
ふ
れ
て

E
お
う
と
長
の
よ
う
に
さ

， ~"， H幽

思刷'剛

'"・関側

「
こ
ど
も
の
B
L
に

=E
・・・

よ
教
育
委
員
会
伊

「こ
ど
も
劇

?

っ

t

i

盟

し

ま

す
・;

l

f

E

e』ど
も
の

日
v・
1
回
目
U
正
午
か
り

A

H

E

A

t

T

 

i

i

z

;

;

 

合
一
際
大
路
子
E
V
マ
普

T
i
想
信

!?・

た
の
し
い
Z

2

4

2

日
1
7
n
m
日
の
毎
週
日
曜
日
午

2

6

1

4

i

 

E

z

-

-

に
Z

E

-
-
I
F
-
-

ず
れ
の
行
事
も
そ
の
毎
度
、
「
市

足
だ
よ
り
』
聖

で
紹
介
し
1

2
2
S〈

Z
ぃ
.

定

‘ • 電

， 

， 

， 

-
「
凶
M
た
か
の
王
様
L
「
シ
ン

ヂ

ν
，
優
」
A
U
創
凶
愈
‘
，
バ
塵
】

i
u
!
 

住

所

氏

名

〔

Z

E

主

!
1
i
"を

・

い

て

1

官

1

2

省

で
市
交
牝
寓
〈
守
剛
一-条
大
路
車問

一
了
目
一
一
、S
@
1
1
1
1
v

へ
・
入
細
筆
団
指
一

般
で
2
人
入

;
i
i
 

a-
年
生
利
人
a

，
加
給
Mm智
u
u
u
が
き
(
住

所
、
2

2

3

2

記
入
〕
か
E
7
2
日
ま
で

に
悶
飾
ヘ
・
;

合

は
油
宅



兼 良 市 民 だ よ り 井677や

と

･…≡･至宝三号:辛ヱ 弼 垂書重量 ●l▲lxJ=+*小-t人lL+十一■■itささ誉責㍗.ElIl阜れねJIEj和17完急三I+lく★■ ~.由Jt･▲一ヽ

+★■主管 i金具■い雲…I塁事■lー■■9,■■ナーI'の■i■一塁.以も上中の一IへiiD～午■3I60■T■htbh-tp1.刀メ慧ヲ轟 A(

人.1D.+}P O81●主曇蔓: 毒 董案∇とき緋 書等圭重言写蓄電言畠く･章轍 ……吉 Lと暮If■● 冨千人3
lと■♯'眼登録をl一llJ一tて一一ヽ.し一▲TJ)IとチI人 JIEl ■ 一■ 7E■ I *I一.-lfJD AJk t≠4(B T 監 ':I;害…誓…琵㌘I 中.一一tl q ■■■一

事(tI 1 0> Z t一 大事●■l仝JEJl-書■■■tやjL暮Rt暮抽処分 心It【t離 量至… 雲量章一l' I一一LSII●▲■■▲■●I -小■ ttJJlrt●■i紺 屋 1:[… 琵 買 sT...) 〟-I C

O 二lL■ー仝JLlーぷ :7賢::言 呈,

:芦畑伝 EH,～,.等て.料 ｢ 手 - 王 市ld ■l出

一l雷 赦 般 要吉 奨

1 ー)-l Sd 1-■公JEJt あ､那 ..烏 ミ 毒妻 琵とで 金 t JD-ー● ■ ■JltL

JLlぷ 主 監 圭 …菜芸器;α蛋 L分 壬生 にtーl小 +tJL▲ TLづENZ鵬■鵬■ L,=芸ミミ改'-一事一)と4-lれさflNL
れlJtの+
.…空

軍 *tT(世吉盲詫;Hi十王 ●■■■■■■●■ 旺 l■ サ壁★貫き[司 く､封与とf_t壬で;;i ン*をうーti十■II+ど､L=ぴそそブてかざ一守,O.告竺呈詫言善言与のス♯tLh 爆発事故つつく喜萱 陸㌫捌

考量 田鶴 馳 Eg協約ぎ号;墨:重吉喜…主文冨;誓書:≡吉'二品;三富‡品旨さ王hb呈萱Jy'見違ととEdfl 幸損++I(++i:nTLJよのL=むもこ棉t巾JLI( ■h.暮幸手三･音;;孝男空目;-i!Ti是.7舌 チ1. ぎいも1こ暮一■

M677号

【下》

.・1t1f-C<>IU.fI'前"'附，..・..ヲ..日・
't'/i"."f".肺トていtAII..勿時やつれτ
・τ(I!f‘、
叫 s，，"J;(.t()~II.. 1，. T醐帽"，..'t田

町'Aa't'刷"nl"f".惜 11...1'酬，，剛
，瞬間2咽酬a・Sl!Hl'aM明 酬

島問叫't'"f".~<>... [1肌叫吋'"・nl:A岨 IntT(1!8川同時金問

岨"'1:10.11帽岨凶刷闘【岨...崎町‘

.， 崎町t"."I:'叫岬山由‘酬

..隆.時.....e.ぬぽ.ねで‘.・です》
@・1何回民田，.個帥J:<>1o"'W(帥

山 … … ・ 叫 @ 毛 即 時・CA'<t制M.'
帽 I叫 砂 川 和 田 叫 附

市醐幽酬酬耐叫日間.‘ .醐帽

、合同帽J:'I.l!・同...健闘 ..瞬間 a
T. 

胃
-W
1
r
-
F

よFヒ・民市良豪平耐震2写4月l悶

， 岡凶悶【士
ν

・，.am・JH
ス
停

闘車冗尉
同副口角月》自・5必H・・

聞
包
図
《
火
V
大
隈
趣
J
-
e

岡犯目角島根》続突南小-F腕

α

六象小
-
Y抗
駅

同
初
回
【
本
V
あ
や
め
穐
公
民
・

仔}

S

月
習
会
8

雪
E
E嶋

大安寿丙爪る
P

働
政

同組目《月切歯車谷町-m会議

同
泊
目
内

8
・食女平入国局安

a
 

E
日
華
童
保書

置同組
日ハ本V網骨片
岡
E開館

司〒F • • 
一

i
一V-

1
-
--

空
E

E

-
-
A

M臼《bmv年・1嶋
場

jss時

事マ側.有・
ω--B
上の人と

2

2

2

8

3

1

 

2
8
Z
T
R
Tど

E
K
つ
い
て
の
Z
Z宥

phu・隈淘宮、

.“も省‘

1

t

 

-属
入
園
側
.
.
 縄民
L

・・

・

1

5

H

i

盆

TV剛続初・aw・以与の人と

そ
の

e
a
雀
婦
で
予
&
別
企
マ

内0
・・hbL-upe欄・

1

・

3

・E--
t

E
で

i

u

i

菌

*辻町、

E@
6
1
7
11
対

Z

u

g

-

z

i

 

E
T
f
B
t
n
Z
 

E
-
-唾
自

E、

身盈
e
体
-
E

駒
聞
の
朝
、
.
爾

拠柵
.. “veoazす
・

害

U
U午
前
g
?
"時

事ιと卒後1時ι2附嘆の
一一司

i

e

E

T

・

5
3
1主
2
0需

i
 

闘un《
木
》明
治
西
ト人
事£

-骨解
お綬区

岡
幻
自
《
本
V
餓

阪

餓

阪
北

健
保。
健
保台
匁日後
ub

ア
イ
バ
ン
ク
に

融
阻
畳
録
を

a
m
T
イパシタ《
干
醐担
原市

内象町制鋤aMMaLA
学
附
図面

院・
持
肉、

冒0
7
4
4
2②
3

0
5
4
R
E
z
a
 

ぴ伽ゆてい・5す
・

E
E
レ
よ
ー
す
る
人
峰

鵬

7
4
7
4
E
1
2

1
i
し
て
く
だ
さ
い
J

j
i
i
 

uF退
τ

切
れ
て
摩
・
す
の
で
、
必
a営

事市明会裕司氏伝可律事向
1肉、

!
I
F

人

e
E

!
?
し
て
重
し
て

〈ださい
・:

7
4
1
 

配人した繊
縁縄
拠符htvuF

送

T
E
E-
L

t
員
e

y

タヘ・

2

2

2

A
主
年

3
2
1
S
E
E
-

-
4ハ

A
S
S-

心
身
障
書
者
加
~!

i
 

氏
名
年
僧
‘
訴
醤
峰
、
.

宮
Z
S
い
て
‘
品

目eaでに必腎で開ey，

ヘ-
電話
aa吋
・
MM-RM悼自

己
負
倒
・

.. 
，，
.
R
・・

と
・
・
-

a

2

4

2

1

!

 

"マ制値uma
-a公処・-m貨

曾2m・内側包-MVa申
L込み
.

2

u

?

B

E

A

 

T 

旬

dnyの川事観甥M見
・論宙皿金

め

f

i

i

s
を

つぎの湿り行いesす
・

aヌ曾き
・5
a
以
上
の
人
A
s

a
月
以
内
に
E
x
-
-
，

t
i
T
V
申
し

込
み
・・Mm目
egでに市衛

生
毎
E
U
凶
E
e
y
f

《いずれも
a・
1
1
1
1〕

へ
E
E自
・2
i

与盛期g時半
dm
問時字nv斜金

・ぉ・tBmwau孟百円、市

.以
上
《必ず健編夢.怜.。

と体語"-m民幡宮e-RMa

gu鱒

H
O
L
t
-

t
t
》
・

s
n
7
n
R
n
》
伏
処
適
崎
新

間企・悶【*》定相凶悶幽.，ea

肉
U
H
-
-
z
?
?

-m2

，a前'金曜府

同岨何回【金
》
m-aaRM民.
，，

-・園
s・

・桐民大
・
"
a

M
A
n
a
E
E
7
 

n
n
B
R
日
v・
臨時闘Uいずれ

‘午働柿崎FB午後S時
‘

以上の人
・

-加
-m盟
au・月初日azで

に

E
で耳、

交
通
遺
児
に

奨
学
援
助
金

?
、
受

i
iの

E
信
で
E父
母

E
E
，

一
般
廃
棄
物
処
分

手
敵
料
の
政
訂
l

『衛
施粛.の処副司aumM'

一位廃棄物処分手盆斜

会定.，.. ・
川 j叙州

• -."""4酬晴
人寄民るものの1ft"

の・ J.-t..:>・λ'ーか
ら"。今回グ，ム.υ
‘た・Rで."す.

陶

1221 

位• 
ω 

a・
4月_11"9.'盟国圏.

た小山w'生wha遍温拠関学

!
て
い
奮
す
-
u

吋
1
2
S
は
ゆ
掬
し
て

〈
倍
率
L
.

-賓齢刷・

【n
-
v
a小学生

-

y
i
t
B
 

a

i

t

-

κ

 

-eιしている首吋拠
地管敏

員
じ
て

E
耳

z

i

i

i

 

《二朱量歯周一
γ

白
一
-
、

官@
1
1
1
1》
へ
5
月
同日

までに
・

に
闘
す
る
置
L
i
-

-づ禽、一般直関車買物処分手敏

2
5
J
H12
E
-
a
 

の
よ
今
に
改
定
さ
れ
e
a
t

... 
刷 川

食‘E・・

剛

..・鷹援物処分賞用

• ー・2礎貨物とあわせて
処分す.両首a堤氏絢

畿<r. .f; <ザ駒・-

" 

• 
1551 

位四隣

EIZEa主'Tiilii悶

。自盈随止r;;:~筒羽毛呈

1:語E221
際毎日nnnh駒市周晦絹提

言

量
i

1

2
 i

i

九

市
で
は
i
S
E
-
-

Z
3
2
と
し
て
幽
E
い
よ

う

官

官

E

2

3

4

i

i

i

 

ま
た
プ
e
，
y
a
n噌

AMny
q

4
j
i
 

;
i
 

に
も
害
事
z
fら

L
t
E
が
E
1

.
患
で
の
臨
急
情
置
と
し
て
使
用
L

ている悶磁勝
・
e
o
で
-
a

i
-
a
tz
g

i

 

した・3川
凶日ル
同
制臼@ζ

と
で
t
に
E
事
に
よ
る

!

?

i

z

 

i
-
-

D

i

s

-

-
i
L
E
 

E

T

Z

E

S

 

予

S2更することもaaりe，v.

眼

-m図U駒
1・局前に厳吋闘

機会ヘ通知Laす
・

2

1

5

2

 

m
Z
7
i
i
u
t
 zeaLた

・
'

が主プ固dydm唱

Ameddペ

F
a
p
r
 

aFyd司にam弔ていたMm
-A

T
a
z
--

-人--ea輔では
φ
A

，

タ
喜
望
号
て
い
3
u

E

E

--

ν

 

多い目で伺‘，mbν@J24MF

R
E
S
で
t
J
κ

S

E

i

-
-

t

 

u
J
二
信
s
a
fe

z

f

i

i

l

 

:
て
樹
さ
ね
て
い
iも

f

d

:

2
2
にして

い奮す・t

i

t

?

、

z

e

i

i

p

，
 

プMmJ32収
集
盲専の申で
僧
え

あ似るという
-
t完
全

ιて

い

aす
・

ζ@ように忠
険ゴ
ミが
さま

i
E
F
--

E

5

5

e
t

E

 

e審に多大の監
事・
e及
ぼ

L
ま

す・ア
ロ
バ
ン
ガ
ス

eJJJベ情火

賓
掲
額
、

-鋼
晶

MZ
ど
@
鎗
険

;
3
5
い
で
、

R

i
f
-
-

ゴghh鍋ずる問い合
わ
省
u

m金a・m-R《
官値切Soo

-

-

i

i

 

《包・2・・。
》ヘ・

2

2

2

Z
E

・

2
3
4
2
2
2
分

して幽して〈信奮い・

・・
・
陶
=
・
》
富
也-m三

・島凶手書
雌
花
・エ包
-

r
-き
E
三
・
=

・
v

・望
奨
伊
佐
掌
箇
&

=
・・》
・・鳳
且寄餐砂丘

.

鼻

音

思

6

・
解
明
治
信

袋

二

軍

》

伎

隊



第 677号 奈 良 市 民 だ J: り

■澗｣三一JD防接 種 はに a 医 剤 で 占E t.竪 '5'

等昌空 々 七 宗 府■■■■■■■■II T1 Jr Ill rLにい は いuりりに､dい孟 夏> …去重 量 毒 絹書 芸 喜 薫)､羊 1け免 を 廉 か しヽ宅写
経 妄蔓 墨壷'蓋雲量は間1-､はメtE jr ポBZ今小屯r12三宅 EkJkM一丁66 ■◆hBZFEO k IL

Tー11 一STF]2- ●6を王宮F 4e■l不全■t■■I事ノト兇料FTl一 十 LP LilBEt ■ ★ Jl■■Tlll6■trlTl6 8■九■nO73中JhビJuIph一己与r15TLj53だ寺rf断A■■ーll12 FIJL^■ ■小fL■ ■卜■小 山■■辻本′ト+lJ+ +叶 ■ ■ l]T且IrT

p7351rF3TE] 1743F"◆ ■)+Iこ憲～ 告N qi lキlL++LlEZ:IIB I峻 H E三 EC牙:+JI 古人止TT湖il耗rltTLn(沿瓦甘■ーl8FG■blIT67元■寺■T32

]Jn一一l463円735 2 一F 413L45

F46∵ ◆+■IhJt■723Nt叶j■125+■¶

15CF

I■■■tt 汁★+■■■

■ 5二諾小

児ーI匡f 日 直t LLJlE■十■■●I.+▼Ll*中 井 8三

3

3腿 3 ■汁■■■i T代ケrr]暮■t十 :】■川書1元一73

T NtI心金西村 ここ小 ■ 七 ■I十tLlrLL田 H 虐EtpL+ + +I
bHタ一二,ク■ LLIトLLdJI西村 l一gT山 ヰ 戊良+ ++】

TP aTF TElT【】1TEjJ

TpF]1丁l∃1 けiE と 崩

十Llrt叶■LL+･J.叫 LL古■ 山 IIL
】■AfF■一m 564二乙蛙¶6T 63

J+■■} -TL∫MJtr1641-LGZ4 ft BZPll野 民 苧冒TT R Fz ITlr13rほI4

"， 平成2年 4月 1悶

子
ハ
通
知
寄
金
週
m
eze')
で
、

今
重
で
に
直
属
し
ん
に
か
か
勺
て
い

uい
子
と
ま
佐
官
爵
l
L
ん
撃
た
は

MME
i

-

-

勉
い

F@
②
昭
如
飽
年

g
n
m川日

似
嗣
の
生
き
れ
《
以
前
に
隣
し
ん

で

君

Z
T
f
vで
今

-a
で
に
瞬
し
ん
に
か
か
ゥ

τい
b
怖

い
子
と
ま
だ
瞬
L
ん
虫
た

MM

M
l
!
?な

い
子
ハ
た
だ
し
、
富
当
日
に
粛

eaを
聖

?

量

22

f
E
L
f
-

Fん

t
f
s
e思

し
ん
の
槌
合
〕
の
予
紡
健
闘帽を

4

t
i
t
i
-

-
i
i・

S
2
f
i左

畿

の
予
防
慣
楕
取
煩
医
鰍
健
闘
で
受

2
せ
て
く
だ
さ
い

8
2

際
緩
慢
闘
で
ほ
受
け

』り
れ
草
笛

ん
v
・
斜
金
隠
い
の
主
ぜ
ん
・

【一蹴
当
の
予
】

⑦
一
剛
相
関
等
4
M

l
目
、
肉
写
9
n
M剖
日
生
ま
れ
の

よだ

.貯膏怪{/J:白川t;ヨヨ同I(/)]Þ~Bヨ川百回圃

民市良奈第 sn号

ぜ
ん

v.a-E
2212 

日
h
同
3
年
3
月
凱
目

(
7
8

2
日

・

昔

、

喜

劇

自

の
休
診

E
FV

圃

《き

E
宮
1

5

?

同
悶
年

7
月

6
日
生
ま
れ

の
子

Z
L対

象
に
、

E
4

7
M
i
nに
三
塁
合
予

E

-MfI
Z
聖
E

E
月
上
旬
事
で
か
、
権
縄
優
に
受

げ
て
〈
M

た
さ
い
・

ー

に

S
E

i-
i
 

i
J
i
i
 

F
2
2
u
iし

閑

蓄

を

tqで
く
だ
さ
い
・

予
約
目
に
は
遺
書
と
問
富

《
必
要
a
・
沼
慣
を
記
入
L
血
め
聞
各

-w
し
た
も
の
て
母
チ
健
腹
手
掛

喜

J
Z
SE
S

の
よ
〈
わ
か
る
幸
男
し
で
〈

氾
さ
い
・

通
知
書
が

:
1
2

い
の
で
平
成
2
年
3
M
M
m
日
以

血
聞
の
伝
入
省
や
そ
の
他
の
皐
怖
で

語

審
の
掛
か

u
x
u
Z生

隈
〈

Z
1
1
1
1ご
書

し

て
く
だ
さ
い
・

〈

1
1
3

U
た
ふ
く
か

ぜ

風

し

ん

み

ず
ぼ
う
ぞ
う
り
ン
ゴ
錦、

手

。量計量OT回1抑...今"了白，.
e事.賛~& ' T目S 同
@歪'・，丘E了図

~"J肘臼市川
局 醐 叫 " 伺LI_'

R術
に
か
か
っ
た

E
S

絹

-mwv愉
叩
で

4
週
間
、
突
発

E
L
S
E
A間

過
ぎ
て
い

t子

語

、

i
f
i

容
の

E
モ

心
験
血
管
系
銀
春
、
嶋
脇
険制
思

!
i
 

t
 

-
年
以
内
に
け
い
れ
ん
《

υさ

つ
ω
巴
を
ug
こ
L
た
字

-amし
ん

A
Uし
か
)
に
か
か
勺

を

ま

た

は

臨

し

ん

目

R1ii 

3
カ
月
臥
内
に
免
銭
グ
ロ
プ
リ

γ
の
注
射
を
受

2チ
・

-
そ
の
僧
、
医
輔
が
予
防
後
剖
蚕

zeze不
適
当
と
留
め
住

子
・

;
i
A
 

Tド
衰
の
よ
ろ
に

t
Zれ

ば
hh
u

り
在
省
ん
・

ハ
民
健
に
注

2
v

こ
れ
ら
の
予
防
梅
酒
H
M

生

e

j
i
!
 

i
igセて
まや

餌聴
い
売
し
ん
が
山
町
る
こ
と
が
あ
。

書
す
a

受
け
た
子
ど
も
の
・
・
状

;

し

て

必

い

で

〈

犯

さ
い
・
ま
た
高
型
陶
た
り

気

に
か

2225、富

!
i
i
 

一

iて
く

E
N
i

〈
わ
L
く
同
崎
市
衛
生
卵
、

婦
縄
問
闘
に
十
分
注
寧
を

草
壁

;
lA二聖路

湖

-T
H
V
で
4
月
川
目
《
y
皮

応
智
正
と

R
E
G織
種
目

u
m
S

E
A
l
E
Z
 

ツ

z
i
-
-で

生

後

6
A刃
月
以
上
綿

an"ま
で
の
企業

績
壷
の
ヱ7
と
前
回
1
回
氾
け
受
け

て
珊
錘
樋
栂
位
の
乎
の
う
ち
、

B
i
f
fの

EM2回
干

し

聖

書

象

E
五

t
f乎

、
ひ
き
つ

げ
な
ど
で
受

2
2セ
与

i
f
--f帳

z
t
t飼

い

2
2

市
衛
生
標
〔
冒
@
i
l
1
1》

へ・

-しん惜しかi・
師自剛体.，別
U 叫悼

ぜ BC(I."，.". 
4週間以え

t
t
i
i
 

i
l
i
s
-を

;
i
z
 

E
i
i
!
 

i
t
 

畑 町 H

奮闘"山-.

三・1了目 3-，3 
阻 調 円 回 "
島..'町t了."
千代，.frn附 7
富竃元町 n凶捌

1奥川ピル"
同 調aτ1'11_2

告写山剛4τ""・
二名附.. 

三.iT!lI-3

脇 町S丁目11-，'，6

会

【受
ゆ
り
れ
な
い

下
回
①

ポ
リ

-z

amL
ん

且

L

ん
結
た
ふ
〈
か
ぜ

み
ず
ぽ
号
そ
う
の

予

防

語

E
?

週
間

i
Z
2予

防
俊
樹
か
ら

2
週
間

以

f
Jじい

手
②

i
u写
以
内
に
ひ

-Z
Eけ
い
れ
ん
V

を
起
一
』
し
た
字
③
am

し

ん

嵐

し

ん

必

た
ふ
〈
か
ぜ
み
ず

ぽ
う

ぞ

う

り
ン
ゴ

病
手
足
目
。
慨
が
泊

噌
て
か
切
4
週
間
以

上
ム
た
噌
て
い
忽
い
子

⑨
突
発
性
発
し
ん

S
Z雪
て

か

i
tt
 

て
t
年
‘
手
⑤
免
疫

グ
ロ
プ
リ
ン
の
性
制

か
ら

22以
ヒ
た

J
Eい
子
園


	平成2年度の奈良市予算　予算総額1413億2241万円
	京・津・奈庭園めぐりスタンプテーリング
	たいせつなふだんからの近所付き合い
	くらしのなかに人権を
	国民健康保険_こんな時には届け出を
	春の交通安全運動
	この道をどうして歩けばいいのでしょう
	くらしのアドバイス
	ママさん特派員の眼　分館ながらあやめ池公民館に流れる老幼の合唱！
	来庁される方へのお願い
	生涯学習に参加しましょう
	市民体育大会
	大和のわらべ唄フェスティバル
	市史跡文化センター主催行事ごあんない
	狂犬病予防注射
	爆発事故つづく
	今月からはしかMMRの予防接種
	ツ反応　BCG接種

